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東京都における不登校対策

東京都教育監 高野 敬三

Ⅰ 小学校・中学校における不登校の状況について

文部科学省「児童・生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
における東京都公立学校の状況

不登校出現率（％）の推移

中学校

小学校

不登校児童・生徒数 / 全児童・生徒数

２４年度 ２５年度

小学校 1,912人
/555,980人

2,366人
/555,445人

中学校 6,469人
/234,067人

7,164人
/236,242人



2

Ⅱ 都立高等学校における長期欠席の状況について

文部科学省「児童・生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
における東京都公立学校の状況

長期欠席出現率（％）の推移

定時制課程

全日制課程

長期欠席生徒数 / 全生徒数

２４年度 ２５年度

全日制 1,704人
/123,209人

1,630人
/123,339人

定時制 4,804人
/14,558人

4,149人
/14,077人

Ⅲ 東京都における不登校対策

１ 個々の状況に応じた未然防止・早期対応

（１） 中学校への不登校加配教員の配置 （平成５年度から）

・不登校の生徒数が多い学校などに対して、学校からの申請に基づき、
都教育委員会として、不登校加配教員を配置

・加配教員が、不登校の未然防止、早期対応などの取組の中心となり、
組織的な指導体制を確立

・平成２６年度は８６校に配置

（２） 「ふれあい月間」における取組の点検と改善 （平成７年度から）

・都内全公立学校で、学校の取組を見直し、不登校の未然防止や早期
対応等の充実を図るため、重点取組月間を設置（６月・１１月・２月）

・スクールカウンセラーを講師とした校内研修会、事例検討会等、各学
校で工夫した取組を実施
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Ⅲ 東京都における不登校対策

１ 個々の状況に応じた未然防止・早期対応

（３） 個別適応計画書の作成による指導 （平成20年度から）

・都教育委員会が様式を提示

・不登校の児童・生徒一人一人に対し、登校に向けた学校内での組織
的な取組や関係機関と連携した支援を進めるため、小・中学校で活用

・学級担任が概略を作成、定期的な支援メンバー会議で、個々の状況に
応じた適応計画や支援方法を決定

・登校に向けた目標を設定、学期ごとに見直し

・目標を踏まえ、月ごとの取組内容と成果を記入

・保護者からの要望、関係機関からの情報、児童・生徒の変容、次年度
への引き継ぎ内容等を記入

「個別適応計画書」記入例①【 東京 一 君の例（抜粋）】
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「個別適応計画書」記入例②【 東京 一 君の例（抜粋）】

「個別適応計画書」記入例③【 東京 一 君の例（抜粋）】
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「個別適応計画書」記入例④【 東京 一 君の例（抜粋）】

Ⅲ 東京都における不登校対策

（１） スクールカウンセラーの配置 （平成７年度から順次拡大）

【国の補助事業】

・平成25年度より、全公立小・中・高等学校に配置
（小学校：1295校、中学校629校、高等学校188校、計2112校）

・不登校や学校生活への適応、人間関係などの悩みなどに関する児童・
生徒への相談に的確に対応

・教員の児童・生徒理解や指導に関する助言、事例検討会や校内研修
の講師等

・「いじめ総合対策」の一環として、全配置校において、小５・中１・高１を
対象とした全員面接の実施 ⇒ 不登校の未然防止にも効果

（平成２６年度から）

２ 専門家等と連携した継続的な支援
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Ⅲ 東京都における不登校対策

（２） スクールソーシャルワーカーの配置 （平成20年度から）

【国・都の補助事業】

・スクールソーシャルワーカーを配置する区市町村を支援

・社会福祉等の専門的な知識や技術を用いて、児童・生徒が置かれた
環境へ働き掛け、関係機関とのネットワーク活用

・平成２６年度 ４２区市町村で配置

２ 専門家等と連携した継続的な支援

（３） 家庭と子供の支援員の派遣（平成２１年度 登校支援員として開始）

【学校と家庭の連携推進事業 国・都の補助事業】

・家庭と子供の支援員を小・中学校に配置する区市町村を支援

・支援員と教員が家庭訪問等を行い、児童・生徒や保護者への支援

・対応が困難な事例などに対しては、スーパーバイザーが助言

・平成２６年度 ３１区市町村で小学校１３５校、中学校９６校に配置

Ⅲ 東京都における不登校対策

（１） 電話相談・来所相談

・児童・生徒や保護者等からの高等学校入学および進路変更等につい
ての相談、情報提供

・平成２５年度 電話相談：２４７回、来所相談：３３３回

３ 東京都教育相談センターによる支援

【青少年リスタートプレイス】（平成１７年度から）

進路選択を控えた不登校の中学生、高校中退者等やその保護者に、就
学や就労の支援を支援する相談窓口

（２） リスタート登録者支援

・継続的な情報提供等の支援希望者に、「進路相談会」、「つどい」の開
催案内、都立学校入学選抜の情報等を「リスタート通信」として送付

・平成２５年度 登録者：１５９人
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Ⅲ 東京都における不登校対策

（３） 青少年リスタートプレイス「つどい」

・登録者の保護者を対象に、学校復帰等に向けて、心理や医療の専門
家を交え、講演会やグループミーティング実施

・平成２５年度 講演会：３回、グループミーティング：６回
参加者：のべ２３３人

３ 東京都教育相談センターによる支援

（４） 進路相談会

・不登校の中学生、高校中退者と保護者に対して、適切な進路情報の
提供と個別相談

・平成２５年度 ５回
参加者 中学生：６１２人、高校生相当年齢：８８人、その他：２０人

Ⅲ 東京都における不登校対策

（１） 適応指導教室における指導

・不登校児童・生徒に対する指導を行うために、区市町村教育委員会が、
設置（平成２６年度 ５１区市町村、７２教室）

・教育センター等学校以外の場所や余裕教室等において学校復帰支援

・在籍校との連携により、組織的・計画的に指導

・活動内容 ： 教科指導、スポーツ・遊戯、カウンセリング、
ソーシャルスキルトレーニング、グループエンカウンター、
各種体験活動（調理、ものづくり、飼育・栽培、読書、奉仕、

自然体験、社会科見学 等）

・平成２５年度に指導を受けた児童・生徒数合計
小学生：277人、中学生：1,366人

→ 不登校児童・生徒全体の２割程度の通室

４ 意欲をもって学び続ける環境づくり
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Ⅲ 東京都における不登校対策

４ 意欲をもって学び続ける環境づくり

（２） 不登校経験のある生徒を受け入れる高等学校

・チャレンジスクール（昼夜間定時制、単位制、総合学科）を５校設置
（六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、稔ヶ丘高校、桐ヶ丘高校）

→ 入学選抜倍率 1.68倍

・その他の昼夜間定時制課程（午前部・午後部・夜間部の３部、単位制、
普通科）の高校を６校設置
（一橋高校、新宿山吹高校、砂川高校 [以上、通信制併設]、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校）

※新宿山吹高校は、情報科併設

→ 入学選抜倍率 1.40倍

平成２６年度 一個学年募集定員総計：1,270人 入学手続き者数総計：1,279人

平成２６年度 一個学年募集定員総計：850人 入学手続き者数総計：873人

Ⅳ 今後の取組予定

【基本的な考え方】

◆ 児童・生徒が、不登校や高校中退に至らないよう「未然
防止・早期対応」の取組を徹底

◆ 不登校になったり、中退したとしても、児童・生徒が将来
「社会的自立」できる支援を推進
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Ⅳ 今後の取組予定

（１） 総合的な不登校・中退対策のとりまとめ

・小中高を一貫としてとらえた対策

・民間教育機関等の取組との連携推進

・不登校、中退の実態調査

・有識者による検討会で抜本的な対策を検討

（２） スクールソーシャルワーカーの配置拡充

・区市町村への支援を充実
・都立学校における活用を推進（モデル校を巡回するなどの試行実施）

（３） キャリア教育の充実と職業的自立意識の醸成

・企業等と連携した、社会・職業を実感できる体験的プログラムを充実
（普通科高校全校）

・グループエンカウンターの手法を用いて、 人間関係づくりのため外部
人材を活用 （定時制１学年）

御清聴ありがとうございました。


